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私自身が思っていること，考えていることをつぶやきたいと思います。

 

 備えが必要　命を守る行動を最優先に
  

　日向灘を震源とする地震が１月13日（火）〔震度５弱〕と15日（木）(震

度４〕に発生し，志布志も大きな揺れがありました。昨年の８月にも大

きな地震があり，南海トラフのことを考えると，今後が本当に不安です。 

　今年は，阪神淡路大震災から30年目の年になります。30年前の１月17

日のことは，映像ですがしっかりと覚えています。出勤前にテレビをつ

けると，神戸あたりでしょうか，阪神地域の映像が映し出され，高層ビ

ルや新幹線の高架橋，高速道路が倒れ，街のいたるところから煙や火の

手があがり，まるで戦場のような光景が広がっていました。「本当に日

本で起っていること？」と一瞬疑いましたが，どの放送局もこの現状を

放映していました。 

　この地震の死者は6,434名，行方不明者３名，負傷者43,792名で，施

設関係等被害は，住家の全壊が約10万5,000棟、半壊が約14万4,000棟と

関係機関から発表されています。生活に必要なライフライン（水道，ガ

ス，電気等）も壊滅状態，人々の中には，生きる希望を失う方もおり，

自然災害の恐ろしさを改めて考えさせられる災害でした。 

　その後も3.11の東日本大震災を始め，大きな地震が各地で発生してい

ます。いつくるか分からない，こういった自然災害ですが，だからこそ

備えが必要なのではないかと思います。 

　「大丈夫だろう。」という正常性バイアスがはたらき安易に考えたり，

多数派同調バイアスという多数の動きに左右され，周りに流されたりす

るのは，大変危険な考えです。自分の命を守る行動を最優先にし，判断

して対応すること。セーフティまで考え，様々なことを想定しておくこ

とが必要です。もしかしたら，イメージ通りできないこともあります。

携帯電話も繋がりません。警察も消防も来れません。そんな時，対応で

きる力を身に付けてほしいですし，日頃から災害への意識はもっておい

てほしいと思います。これは，この先もずっと必要な意識です。


